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【評価コメント】 

小動物で得られた知見を大動物に適応するという極めてチャレンジングな課題に対して、異分野、他分野連携

により技術的なハードルを克服し、顕著な成果を創出したと高く評価できる。手法の最適化などにより、ヒトの腸と

同等のサイズである大動物の腸管において、大腸上皮を小腸上皮へ置換する新技術を創出した。若手のキャリ

アパス形成や企業連携も図られている。今後は、臨床応用に向けて、移植されたオルガノイドにより形成された

小腸様組織の代謝能や透過性といった機能に関する検証や、長期的に生着したオルガノイドの経時的変化の

確認など、臨床応用に向けたさらなる研究の進展と知財の確保が期待される。 

 

 


